
宇佐市高齢者ふれあいサロン活動事業
助成金申請書の注意事項


1 平成30年度宇佐市高齢者ふれあいサロン活動事業助成金申請書（様式第1号）
・必要事項を記入し、捺印をお願いします。
・郵送物や連絡は代表者に行いますので、代表者以外の会員に郵送物や連絡を希望する場合は、氏名、住所、連絡先を記入して下さい。

2 平成30年度宇佐市高齢者ふれあいサロン活動事業企画書（様式第2号）
・記入漏れのないようにお願いします
・原則月1回以上の開催をお願いします。
・実施予定内容・予定日の記入をして下さい。（実施時には計画は変更しても構いません）
・実施内容については自由に計画してもらって構いませんが、高齢者ふれあいサロンでは特定の人だけが参加しやすい、趣味の集まりなどは認められていませんので、計画は誰もが参加しやすいような内容をお願いします。
・介護予防教室を行っているところは、代表者ができるだけ一緒にならないようにして下さい。また、開催日が重ならないようにして下さい。

⑤平成30年度宇佐市高齢者ふれあいサロン活動事業予算書（様式第３号）
・項目は必要に応じ、増やしてください。（保険料など）
・金額はおおよその金額で結構です。
・収入の部と支出の部の合計金額が合うようにして下さい。
・摘要の欄には主に予定しているものを記入して下さい。
・助成金は年度内での使い切りをお願いします。

3 サロン参加者名簿（様式第4号）
[bookmark: _GoBack]・継続のサロンは、平成29年度に提出していただいた名簿を同封しています。入会や退会など変更がある場合は訂正して下さい。
・原則10名以上の登録が必要になります。
・参加者の登録は他のサロンと重複しないようにお願いします。登録される参加者は基本的には開催自治区の方になりますが、地域の実情を踏まえ、その限りではありません。
・登録する参加者は市内在住の方に限ります。


